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【 】目的

大量のムツゴロウが死滅した、長崎県諫早湾における干拓事業と、その差し止めを求めたムツゴロウ訴

訟が提訴されたのが 年のことである。この訴訟は 自然の権利 訴訟 といわれるものであり、ムツ1996 “「 」 ”

ゴロウという自然物を原告にしたものである。自然物を原告にすることは、 自然の権利 の拡大である。「 」

本論文ではこの 自然の権利 に注目し、その拡大の歴史と現状を把握することで、環境と共生する社会へ「 」

の可能性を、環境倫理学および経済学的視点から考察した。

【 】方法

第１に、環境問題の歴史を整理するのと同時に、経済学において自然がどう捉えられてきたか文献を用

いて調べた。第２に、 自然の権利 の発達 拡大の轢死を整理した。第３に、 自然の権利 訴訟で先進的「 」 ・ 「 」

なアメリカの事例や、学説を調べた。最後に、日本における 自然の権利 の展開についての整理と、ムツ「 」

ゴロウ訴訟についてのアンケートを行った。

【 】結論

まず、アメリカにおける 自然の権利 は、理論的および実践的に拡大されていることがわかった。自然「 」

物が法廷に立つことが認められ、自然に対しての理解が法律的にもある。しかしながら日本の場合には、

まだ 自然の権利 が市民権を得ていないといえよう。法廷に立つことはまだ認められておらず、それを後「 」

押しするような理論の展開も目立たない。いまだ 自然の権利 訴訟が認められていないことからも、日本「 」

における 自然の権利 はまだまだ充分に認識されていないことがわかった。「 」
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